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あけましておめでとうございます。
２００９年も過ぎてしまえば、“あ”っという間。新しい年となりました。
２０１０年は鳳来 山の家にとって門出の年でもあります。４月に民宿として

オープンする予定で、春に夏に秋にと、今までにないにぎわいを迎えることがで
きたらと思っています。会員の方々が、故郷として、我家として自由に気軽に利
用し、自然の中で、心豊かなきずなと、楽しい思い出を作っていただくことが夢
です
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☆ 紅葉の秋
１１月１６日に撮影した庭のもみじ
です。
太陽の光で赤く輝いています
じっと見ていると、ひときわ秋を
感ぜずにはいられません。
春の桜の華やかな気分とは違い
深まり行く秋に思いをはせ、心満
ち落ち着いた気持ちにさせてくれ
るのは素晴らしい自然の贈り物です。この一年を振り返り、明日を思うのは、
１２月の寒く慌しい時よりも、この頃が良いのかもしれません。

我家 鳳来 山の家

山の便り・１

☆ お餅つき

１２月３０日餅つきを楽しみました
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☆ いよいよオープン
”鳳来 山の家”を、いよいよ４月
よりオープンすることとします。
当初は、１０月中旬までの期間で

我家 鳳来 山の家

来者如帰

１２月３０日餅つきを楽しみました
餅つきは、前日から始まります
まず、石臼を庭にセットし水を張り、
杵はバケツに水を入れ浸けておき
ます。それから、もち米を研いで水
に浸しておきます。
いよいよ本番です。天気予報どおり
曇り空ながらけっこう寒い朝でした。
するとどうでしょう。臼に張っておいた水に薄く氷が張っているではありませんか。やはり
寒さは平地とは違うんだと納得しながら、この冬、初めて出会う光景に、新鮮な感動を
覚え、心弾むひと時を過ごしました。いっしょにいた孫（２才）も、生まれて初めての光景を
小さな指で触れ楽しんでいるようでした。

今回の餅つき、新たな発見がありました。それは、「イチゴ大福は ”つきたて餅” に
かぎる」というものです。ゲームの賞品に用意した ”イチゴ” があったので試しに「イチゴ
大福」を作ったところ、これが ”うま～い！！” ではありませんか。さっそく、
”鳳来 山の家” の餅つき定番とすることとしました。

当初は、１０月中旬までの期間で
の営業予定でスタートとなる見込
ですが、詳細は別途お伝えします

自然にあふれ、時間がゆっくりと
流れる”鳳来 山の家”を、会員の
方々の ”ふるさと” ”我家” として、気楽に自由に使っていただき田舎の良さを実感
していただくとともに、この地域がこれからの社会に受け入れられ、継続していくのが
夢です。そのためにも、「原則、都度・１グループ（あるいは家族） しか入れない」
予定です。大変かもしれませんが、頑張ります。
ただ、そうはいっても継続できなければ意味もありません。
会員の皆様には、気が向いたとき、気楽にご利用いただければ助かりますので
よろしくお願いいたします。

☆ e-mailアドレス（携帯電話メール除く）をお持ちの方は連絡いただけると助かります。 お送りいただいた方へはメール版“山の便りをお送りします
連絡先 hourai@home.email.ne.jp

※ このお便りは、鳳来 山の家会員の方でe-mail（携帯除く）未登録の方に送っています。不要の方、心当たりのない方は連絡をお願いします
連絡先 0536-36-0678（鳳来山の家 ： 担当 原田）
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